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On theAnnllalSuccession ofMosquitoesCnPttlredlJytheLightTrap.KiknoMATUO

(DepartmentofMediLcalZoolo打,KyoloPrefeclu,alUnivc,sityofMedicine,Kyolo).Received

Jan.14,1958･BotJu-K呼αkzL,.23,23,1958(withEnglishresumを,27).

4･ LighttT.apに捕集される蚊成虫相の周年遷移について 松尾百久男 (京都府立医科大学
医動物学教室)33.1.14.空理

京都市西南郊附近における蚊の季節的約fiを知るために,数年来蚊の成虫および幼虫の周年消長を

軽々の探究方法を用いて調査してきたが,本掛 まそのう;:I.1954年1月から12月まで1年間総統的

におこなった lJ'ghttrap採収の成約である.

緒 言

蚊を最も合理的に防除するためにはその地域におけ

る蚊の生態を明らかにせねばならない.我が国におけ

る蚊の季節的消長に関すも菜銃は従来各地から数多く

朝告されている.しかし同一地域において軽々の採用

法を併用した周年採災調査は殆んどない.同一柾類の

蚊であってもその蚊の生活史にもとずく活動性の推移

があり,同一探究方法のみによっては,その地方にお

ける蚊の季節的個体数変動を把捉することは出来ない.

以上の見地から著者は京都市田南郊における蚊の幼虫

および成虫の周年採非を粒々の採災方法で実施して来

た.今回は先ず1年間雛坑的におこなった Iighttrap

採95一成机を報告する:

調査地点附近の景観

場所は京都市右京区樫原町の一地点である.現場は

丘陵と平地の境目にあたる.すなわち現場の北佃には

樫原町の家屋が東西に凹凸して並び,西畑は南北には

ば一列に家窮が点在し,それより西はゆるい段々由式

の水田が西部および西南部に約 700m のぴ,山城符

の産地として有名な標高 50-100m の竹林丘陵地相

に達している.さらにその背後には京都市西南一帯の

山地が迫っている.南部および式部は平地となって水

田地相を形成し,6月から9月までは｢面の水田であ

る.

調 査 方 法

60W 普通fE球を光W!とする Iighttrap を日没前

カナら翌朝まで連続回転し,革CN享琵慌内に捕殺された

蚊成虫全部を同定して柾別,性別,個体数を記録したこ

調査期間は1954年1月から1954年12月にいたる1年間

で,′採光の間隔は天供などの都合で多少前後したが,

災開始時と終了時における現場附近の気温その他の気･

象を観測記録した.

調 査 成 績

全調査期間に採災きれた蚊の紅斑と雌LLを別個体数を
郡1表に示す.つぎに各社類の雌雄別消長を節1回に

示す.lighttrapに捕災された蚊の個体数は種籾や時
期によって大きな芸があり,実数をそのま でゝは表現

Tablel･ Speciesofindividualsandsex-ratiosofthemosquitoes
capturedfrom JanuarytoDecember.1954.
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Fig.1.Annualsuccessionofthemosquitoes
capturedbytheh'ghttrapatthesouthwest

boundaryofKyotoCity･Ordinatesindicate.
log (n+1), where n is the numberof
individllals.Theuppermostcurverepresents

thetrendofmeantemperaturefortheearly,

middleandlateperiodsofeveryhonth.

出来ないので, 各回における探究個体数を nとし.

各班額毎に基準線からlog(n+1)の距離にある点を

つらねて作図した.上記期間中の旬間平均気温を第1

図上段にしめしたが,これは京都沌挟所で測定された

ものであ.る･

考 . 察

1) 採袋きれた蚊の種類と個体数

:1年間36回の採袋で実際に蚊のとれたのは25回であ･

る.第1表にしめすごとく採集された蚊tの種萩は4屈

12鐙で,これらの経塀は山口･LaCasse16),中田ら7)

の菜紋に'より従来から京都附近に分布する事が椛認さ

れており,採災現場附近の地形から見てその生育を予

期し得るものばかりである･中田らの京鰍与おける調

査7)では調査回数41回,実際蚊のとれたのは30回,揺

究種類は5屑19種で著者の採集種頬のはか, CuleX

sF'nensis,C.mL'meticILS,C.infanEutus,C.Pagans,AeI

desveEanS,Tl･ipteroL'desbambusaを得ており,採袋

個体数8655個体で著者の成約より種類も個体数も多い.

これらの相違は採袋地点の員観によ.ると考えられる･

つぎに各種斑の個休数を通覧するとC.-2･Z'Z･Z'e'zsLが

多く,̀全産の47% を占めている.ついでAnophcles

sine71iisが 28%, C.lriLae12,'oT･hJnchusならびに

C.VEshTluiが 15% である (C.lriLae〃zlorhynchus

24

とC.vishtzzLL'成虫の鑑別については徳永13),佐々･

拭招10),山口･LeCasse16)らの菜矧 こより一応明らか

にされているが,lighttrap採柴の場合には隣毛の脱

落がひどく,その場合には超脈柄室比の差が利用され

るが, この形只 に関する従来の知見に疑義があり,

著 者 は数年来 この点1,5)を調査 しているので,

ここでは両国を区別せずに C･Lrilaeniorhynchusな
らびに C.vishnuiとした).以上4粒で全体の90%

を占め,それ以外の軽類は少なく,.計 10% 内外であ

る.各種類の性比については｢定の幌向が認められな

い.,すなわち C.pipic/W の 8/字 は 1.08でほと
んど雌雄の差がない.ATZ.Si72enSisでは 1.75で雄

が多く, これに反し C.11･F'laenL'Orhynchusならび

にC.vishnuiでは 0.361で雌が雄の約3倍である.

従来おこなわれた lighttrap採m成銃について性比

を見ると,利岡の煎京 (5月～9月)における成統IJrJ

ではC.piz･iens,An.sinensis,C.lritaeniorhyn･

chusの性比がそれぞれ 1･70,0･,33,0･003で,正

垣の近江八幡 (5月～10月)における成約均 ではそれ

ぞれ 0.78,0.23,0.09になり本成約と著しい迎いが

見られる.-･万中田らの京都における成畝7)ではそれ

ぞれ 1.03,2.06,0.41で本成幻と近似している.

2)L各種坊の出現様相 ,

採集種類のうち,C･bitafl"'orh5nChus,A albO-

がcEus,C.1･ubilhクraCis,C.orielltalis,Arm.sub-

albalus,C.vorax,C.hayashii,C.whiEmoreiI
は採袋個体数が極めて岱少であるから出現様相の考察

は不可古官である.

C.piz,ions:3月下旬～4月下旬までは,雌だけが捕

袋され,5月上旬以降11月中旬に至る間は雌雄とも連

続出現し,雌は更に11月下旬まで活動し12月以降姿を

消している.したがって京都附近においては最も成虫

活動の長い球筋である.全体としての出現様相を見る

と,3月下旬から4月下旬までは越冬曜だけが出現し,

を開始し,6月下旬頃に最高頂に達する.その後漸次

減少し8月上申EJに極度に減少している.その後,再

び増加し9月上旬に6月程著しくないが山を形成し,

10月下旬頃まで多少の増減はあるがは 同ゞじような経

過をたどり,11月に入って減少,雄は雌より早く11月

下旬に消滅し,雌は12月上旬に消滅する.

京都市における中田ら7)のIighttrapによる周年採

班成約では3月上旬と4月上旬に越冬雌のみが出現し.

5月中旬以降11月下旬に至る間雌雄とも連続出現し,

6月下旬に穀高の山がある.本位の越冬蚊の.出現の時

期は細井1),北岡ら3㌧ 佐 1々1)らは3月下旬と報告して

おり本成畝と一致する.しかし一方中田7)らは3月上
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旬と記しており約半月早いようであるが.これはおそ

らく3月頃の題冬粒はとくに気温の掛 ､日I:'け飛びま

わるようであり,この時期に超冬蚊を初任認するのは

相当週矧 乙女配される軸 >'多いと恕われ このような

ちがいが出て来たのであろう.堆の出現は叙井一)は5

月に,佐 1々】)の東京における奴群では5月初め,同じ

く岡山では4月25日頃と報告しており,中田らの京恭

市!羊おける成約7)では5月中旬である.著者の成机で

は5月上旬である.～方著者は本調査の採fE三地点近く

の水槽において餌脱皮穀によるC.pipfensの羽化状

況を調査した結果,初代の羽化は4月28日であった.

これらのちがいは越冬雌の初駆謡の場合と同様,5月

上旬 までにおける本種成虫の活動が不宿敵なため

h'ghttrapでは採用もれになる場合があると考えられ

る'･最高頂の時期は北岡ら3),成田6,らは8月に斑高瀬

を認めている∴ しかし本成約では6月下旬であり山

下17㌧ 山口ら16㌧中田ら7'の成軌と概ね一致する.宿

動符止期は本成約では雄は11月中旬雌は下旬を広後に

姿を消し,中田ら7'の招告と概ね一致し,北岡ら空,3,,

竹内N'は12月に入ってからも採旅している.細井1,

は本位の吸血雌は10月中に消失すると述べており,中

田ら15'fま10月11日以降吸血確は採放しておらず,本成

机でも同じく血紋で膨満している雌は10月10日を皮後

に採れなくなっている･したが?て本矧 ま10月中旬頃

までは吸血活動を持続し,その後11月下旬頃までは吸

血欲が減退しても多少の飛期活動を掛 するが,それ以

後越冬態として畜舎内などに静止しているものがたま

たま採災される事があると考えられる.

An･sl'nensis:4月下旬に雌のみが初めて捕焦され,

5月以降10月下旬まで雌雄とも遼続出現する.その間

の出現様由をみると,4月下旬に越冬確だけが出現し,

5月中旬になりこれらの産出した節1世代があらわれ,

以後雌雄とも徐々に増加し,7月の下旬に急畝に糊 口

して山をえがき･8月上旬下降し中旬から再び急故に.

増加,下旬に最高項に達し其の後漸次減少し11月上旬

に姿を消している.

これを従来の知見と比較すれば越冬雌の出現は大森

ら8)は3月20日, 中田らT).は3月上旬と報告してお

り本成机はこれらより約1月おくれている. 中田ら7)

の採放した3月上旬の旬間平均気温は約90であり,著

者の突駿における同時期の旬間平均気温は100でほと

んどちがいは見られず,これらの初確認の時期の相違

はC.pipl'ensの場合と同様3月～5月における本種成虫
の活動が不宿敵で退然飛来採放されたり,あるいは蚊

成虫の越冬場所にてまだ越冬店にある成虫が採旅され

た場合などが考えられる.雄の出矧ま本成約では5月

中旬で中田ら7)の成机と一致している.著者の1955年

京都市の水田における蚊幼虫採袋では(未発ヲ王).4月
下付に弱令幼虫を採班しており,京都市附近において

は越冬控の庄出した節1世代の成虫の出現は5月申佃

giとみなしてよいであろう. 最高頂の昭跡ま中田らD

の成軌では7月に滋前項の山があるが,本成机では7

月下旬,8月下旬に山があり,8月下旬の山の方が7

月に比較してはるかに大きい.活動停止期は本成机で

は10月下旬から11月上旬と考えられる.著者の水田採

班では10月中和に4令幼虫,■蛸を採黙し以降姿を消し

ている.また折井 9)の京都市における水田成約では10

月中旬に若令幼血 苗令幼虫,蛸を採放し以降姿を消

しており,本成約とよく一致する.しかし中田ら7)の

成約では9月末から10月上旬で本成机と約1ケ月のず

れがある.本柾の主要な発生政である水田は京都市附

近では10月前後になると殆ど注水をおこなわず乾田が

多い.中田ら7)の成約との相違はおそらくlighttrap

採班地点附近の木椀幼虫の生育水域の有畑や遠近のち -

がいによって生じたのであろう.

C.trilaeniorhJ.nChusならびに■C.vishnuz':5

月下旬に越冬雌が出現し,以後6月下旬までは曜ばか

りがとれ,7月上旬に始めて雄が出現し,7月下旬に

戯苗の山をえがき,10月上旬から中旬にかけてn7;･動を

停止している.

中田ら7)の成約では一応廻脈柄重Etl).の比較的大き

いものを C.ln'taeniorhynchus,'小さいものをC.

V-lshluLiとして区別し,C.tritaeniorhynchiLSは5月

19日～20日から越冬雌成虫が出現し,6月17日～18日に

雄が始めて出現し,7月下旬に最高頂に達し,9月下旬

に消滅している.一方 C.vishnuiは6月下旬に雌が

出琴ル ,7月下旬から経が出現し,8月中旬に最前頂

を示し,9月末に消滅している.折井9'は京都市水

田において5月下旬に始めて C.tl･itaen1-orb).nchus

の岩令幼虫を採如し,10月上旬を最後に幼虫は姿を消

している.C.vishnui幼虫は9月上旬に2回.9月下

旬に11回採舛している.

前述した如く, C.triEaeTZiorhJnchus と C･

vishnzLZ'を従来の知見により鑑別することに疑式があ

ら.著者は両極成虫の形質についてその変異を検討中

であり,この研究が完成してから両種の季節的消長に

ついて改めて考究そしたいと思っている.

3) 全般的考窮 ●

旬間平均気温が 90以下に降る12月上旬から2月下.

旬までは成虫旗で越冬する種斑でも,いわゆる冬眠状

怨にあって,蚊成虫の走光牲活動は全く停止しており,

それぞれ適当な沿陸地にかくれているとみなされる.

3月下旬から4月下旬に至る間は旬間平均気配が9･90

-14.30で C.♪ipF'eTZS･,An.sl'〃enSt'S･両班の越冬雌

25
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が活動を始めるが.昆夕トロ飛抑活動するのはとくに暖

輿 ､日に限られる･5月に入ると両柾の郡1世代の羽

化が始まり次第に頻繁になる･ またこの頃からC･
lrz-1aeniorhynchusならびにC.vishnuiの越冬雌も
出現する.しかし6月上旬頃までは未だ個体数が少い

が6月下旬頃 (25.70)から蚊の個体数が急にふえ,′

･蚊の本格的活動が始まり,9月中旬 (23.30)までが各

班の蚊の旺盛な活動期である.10月に入って旬間平均

気温が200以下になると減少し,11月に入り旬間平均

気温が150以下になると一斉に大部分の種類が姿を消

し,後は C.タipibnsが11月下旬 (9.70)まで多少な

りとも活動を続ける.

全体として最も多数の蚊が採旅されたのは6月下旬

で,1晩に4樫306個体がとれているが, このほとん

どが,C.ptlp2'ensである. つぎに多く採袋されたの
は8月下旬で1晩に7疎282個体採れ ATZ.Sineniis

が過半数を占めている.中田ら7)が指摘しているごと

く,本成約においても季節的 "すみわげ'の憤向が認

められる.●すなわち6月から7月中旬にかけてはC.
タizu'ensが An.sinensis,C.LriEaeniorhynchusな

らびに C.vishnuiよりはるかに多いが,7月下旬か
らは逆に An.sinensis･C･′tritael"'oThynchusな

らびに C.vishnuiが多くなり.8月下旬には An.
sinensisは C.p砂iensの数倍に述する.9月上旬に

入りAn.sinensis,C.tritaent'orhyllChusならびにC.
vL'shTtuiが減少し.C.pipiensが逆に多くなり,An.
sine71Sis,C.triklenioThynchusならびに C.vishnui

は10月に姿を消し,C.pl'plensはさら畔長く活動し

12月上旬に姿を消している. .

結 冒

前述した如く野外の蚊の周年消長は限られた.華 の

採袋方法のみによりすべてを知る事は出来ないが,本

結果において得られた C.pz'Piens,An.sineltSis,

C･LT'itaeniorhyTZChusならびにC.vL'shnuiの季節的

消長が,すでに中田ら7)が京都市内の地理的環境の異

なった市符地相と郊外員桝地相との境界附近で Ilight

trap 採災方法により調査した消長と非常によく似て

いる点は注目すべきである.

今回は lighttrap 採矧 こよる周年消長をのべたが,

他の採柴法による調査の成約は別に発表し本成約と比

較したいと思う.

終りに御指導と御校閲を賜った小林暗治郎先生なら

びに獅 旨等賜った京都市街生研究所中田五｢先生に探

謝する.

/ 摘 要

1) 1954年1月から1954年12月にいたる1年間京都
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市右京区笹原宇治井町の水田道路において lJ'ghttrap

による周年採先主をおこなった.

2) 採鎌現執ま平地水田と丘陵性水田の琉界附近に

あり北柵には人家が密焦し,他の3万は水田で西畑に

人家が水田中に点在している.

3) 上記期間中に終夜採集を36回実施し,総計4屈

11笹2358個体の蚊が得られた.

4) C･t･ipz'ens(47.9%),An.sinensls(28.7%),

C.triLaeniol･hユ･nChusならびに C.vishnui(15.3%)

が圧 倒的に多 く C.biねem'orわ･nchus(1.9%),

A albopEclus(1.4%),C.rubithol･acis(1.3%),
C.orientalis(1.1%),Al'm.Subalbatus(0.7%),C.

vorox(0.5%),C.hayashii(0.2%),C.whL'Emorei

(0.2%)･は伍少であった.

5) C.タかieTZSは3月4月に越冬雌がとれ 5月

上旬から雄が出現し,6月下旬に最高頂に達し以後11

月下旬まで採袋きれ,'従って活動期間が鼓も長い.

6) An.sinensisは4月下旬に雌が出現し, 5月

中旬から雄があらわれ 7月下旬に最高頂に透し,ll

月上旬に消滅する.

7)C･tritae,ziorhy_nchus成虫とC･vishnut'成
虫の鑑別について従来の知見により分校することに疑

ま脚 あり,両班を区別せず ,C･lrik7eniorhJln｡husな

らびにC･vishnuiとした･C･tritaeniPrhynchusな

らびに C･vishnuiは5月下旬から雌が,7月上旬か

ら雄が.あらわれ _7月下旬に最高項に透し,10月中旬

に消滅する.

8) 上記以外の柾郡は採柴個体数少なく,消長様相 .

を把握することは困難である.-

9)C･pipt'ens,An:sL'nensis,C.lriEaenioT･hJn-
chusな らびに C･vishnu2'の問に季節的 〃すみわ

げ'のWl向が認められる.
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